
  

 
 
 
 
 

「昭和」をふりかえって感じたこと 

校 長 五十嵐 宰 

 

 １月は「行く月」、２月は「逃げる月」、３月は「去る月」と言いますが、これは１月か

ら３月までは正月の行事や年度末の忙しさであっという間に過ぎ去ってしまう、という時間

の経過の早さを表現した慣用句です。学校では、この時期も学習内容をしっかり学習してい

きます。 

さて、最近テレビを見ていると、昭和時代のものがよく取り上げられていると感じていま

す。昭和の頃の歌とか流行ったことなどが取り上げられていると、つい懐かしく見てしまい

ます。昭和という時代は少し前と思っていましたが、その後の平成が 30 年続き、さらに令

和の時代となったのですから「昭和は遠くなりにけり」だとつくづく感じる次第です。 

 そんな昭和の頃のもので思い出したのは「自動車」のことです。昭和の頃の自動車はみん

な個性的なデザインをしていました。そのため街を走っている自動車を見ても、「カローラ

だ、サニーだ、ファミリアだ、スカイラインかっこいいな」なんてすぐにわかりました。し

かし、今の自動車は皆、流線型で似た形なのでちょっと見ただけでは見分けが付きにくいと

感じています。これはどこの自動車会社もコンピュータなど

のシュミュレーションで風の影響を調べる流体力学などに

基づいて設計しているためだと聞いています。そして、今は

コンピュータという言葉ではなく AI の発達により生活の

隅々まで電子化されて便利になりました。しかし、その一方

で個性がなくなり均一化が進んでいるように感じています。 

 さて、教育の世界でも ICT の活用が一段と進むようになってきました。文部科学省も一人

一台のタブレット端末を配布し（小樽市では４月には新しいタブレットに更新）、デジタル

教科書の導入を進めるなど、ますます ICT の活用が進んでいきます。確かにこれからの時代

を考えると社会は AI の活用が当たり前になり、ICT の活用能力を身につけているかどうかが

未来を左右するといっても過言ではないでしょう。しかし、 ICT の活用が世界的な動きであ

っても、これまで日本の教育で培ってきたことにも大切なことはたくさんあります。例えば

清掃活動をすること。以前アメリカの学校に視察に行ったことのある先生が、そのアメリカ

の学校の教員に日本の学校で清掃活動があることを紹介すると驚いていたそうです。きれい

にするのは清掃員の人の仕事を奪うことになると考えているようで、自分たちできれいにし

ようという意識は感じられなかったようです。今サッカーなどスポーツの世界大会などで日

本人が競技場のゴミ拾いをすることが世界的に称賛されています。こうした行動もそれぞれ

が学校生活で身についた習慣であるから多くの日本人が取り組めているといえるのではない

でしょうか。また、栄養バランスを考えた給食を柱とする食育ということも海外ではあまり

見られない大切な日本の学校文化であると言えます。  

 このように、これからも何が大切なのかを考え、教育における ICT の利活用という世界の

大きな流れだけにとらわれずに取り組んでいくことを心掛けていきたいと考えています。 

 ２５－５２３３ 
Fax２５－５２３４ 

小樽市立花園小学校 

学校だより Ｎｏ.12 

令和８年２月 26 日↓本校 HP 

 

笑顔いっぱい いのちかがやけ 花園の子 



         
 

  
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

 
 
 
 
 
 
３

/
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 
７

 

 
全
校
朝
会
 

５
－
１
，
６
－
１

 
6
時
間
 

学
校
開
放
中
止
 

（
4
月

10
日
ま
で
）
 

お
話
の
会
（
５
・
６
年
）
 

森
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校

 

職
員
会
議

 
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

 
６
年

生
卒

業
式
練

習
➀

 
フ
ッ
化
物
洗
口
 

 

 

８
 

９
 

１
０

 
１
１

 
１
２

 
１
３

 
１
４

 

 
1
年

1
組
 
保
護
者
会
 

５
－
１
，
６
－
１

 
6
時
間
 

６
年
生
卒
業
式
練
習
②

 
６
年
生
卒
業
式
練
習
③

 
在
校
生
卒
業
式
練
習
➀

 
６
年
生
卒
業
式
練
習
④

 
在
校
生
卒
業
式
練
習
②

 
（
中
学
校
卒
業
式
）

 
 

１
５

 
１
６

 
１
７

 
１
８

 
１
９

 
２
０

 
２
１

 

 
卒
業
式
全
体
練
習
①
 

５
－
１
，
６
－
１

 
6
時
間
 

卒
業
式
全
体
練
習
②

 
卒
業
式
前
日
準
備

 
Ｓ
Ｃ

 

６
年
生
通
知
表
配
布

 
４
・
５
年
生
５
時
間

 

卒
業
式

 
3
時
間

 
春
分
の
日
 

  

２
２

 
２
３

 
２
４

 
２
５

 
２
６

 
２
７

 
２
８

 

 
B
日
課

 
４
時
間
授
業

(給
食
あ
り

) 
大
掃
除
 

修
了
式
・
離
任
式

 
3
時
間

 
 

 
 

 

後
期
・保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

不
審
者
侵
入
時
の
避
難
訓
練

 

今
年
度
も
校
内
に
不
審
者
が
侵
入
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
カ
ギ
の
か
か
る

教
室
に
身
を
隠
す
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
学
年
も
、
身
を
潜
め
て
静
か
に

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
体
育
館
で
は
、
警
察
署
の
方
の
講
話
と
不
審

者
が
近
づ
い
て
き
た
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

 

最
近
、「
運
動
離
れ
」
の
子
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

 

本
校

5
年
生
児
童
の
結
果
か
ら
、「
平
日
に
学
習
以
外
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
画
面
を
見
て
い
る
時
間
」
に
お
い
て
、「
２
～
５

時
間
」
と
答
え
た
男
子
の
割
合
が
全
国
・
全
道
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。
女
子
に
お
い
て
は
、「

6
時
間
」
と
答
え
て
い
る
割
合
が
全

国
・
全
道
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

 

ス
ク
ー
リ
ー
ン
タ
イ
ム
の
管
理
と
運
動
時
間
の
確
保
を
心
が
け
て
生
活
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」
を
基

本
に
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

昨
日
、
別
紙
で
配
布
し
た
内
容
と

te
to

ru
で
２
／
１
０
に
配
信
し
た
「
健

や
か
な
体
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
」
を
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

か
ら
本
校
児
童
を
分
析

後
期
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
前
期
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
比
べ
て
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 
3
月
に
な
り
ま
し
た
ら
、「

te
to

ru
」
に
て
デ
ー
タ
の
公
表
を
し

ま
す
。
お
時
間
の
あ
る
時
に
一
度
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
各
家
庭
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
等
を
い
か
し
、
次
年
度
の

学
校
経
営
充
実
に
向
け
て
全
職
員
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

 


